
黒
松
と
共
に
歩
む
村
の
物
語

広報
とうかい

特集

毎年リジェネプロジェ
クトに参 加している
小学３年生のお二人。

「村のために松を植え
られてうれしかったで
す」と植樹体験の感想
を話してくれました。

今月の表紙

日
常
に
溶
け
込
む

村
の
木「
黒
松
」

黒
松
が
村
を
守
る

　皆
さ
ん
は〝
東
海
村
の
木
〟
が
何
か

知
っ
て
い
ま
す
か
。正
解
は「
黒
松
」で
す
。

　海
岸
線
を
は
じ
め
、
村
内
の
至
る
所
で

目
に
す
る
黒
松
は
、
村
発
足
25
周
年
を
記

念
し
て
、
昭
和
55
年
に
村
の
木
と
し
て
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

　村
の
木「
黒
松
」は
、
村
内
各
所
で
目
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。例
え
ば
、カ
フ
ェ

や
ほ
し
い
も
屋
さ
ん
の
商
品
ロ
ゴ
マ
ー

ク
、
小
中
学
校
の
校
歌
や
お
店
の
壁
面
、

塗
り
絵
な
ど
、
日
常
の
あ
ら
ゆ
る
シ
ー
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

幅
広
い
場
面
で
活
用
さ
れ
、
村
の
木
に
も

選
ば
れ
て
い
る
黒
松
で
す
が
、
こ
の
木
が

重
要
視
さ
れ
る
の
に
は
特
別
な
理
由
が
あ

る
の
で
す
。

　か
つ
て
の
村
松
海
岸
は
、
砂
丘
が
広
が

り
、
当
時
の
人
々
は
海
か
ら
吹
き
付
け
る

ク
ロ
マ
ツ
コ
ー
ヒ
ー

村
の
木「
黒
松
」を
店
名
や

商
品
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
使
用
。

黒
松
シ
ェ
イ
ク
は
松
の
実
入
り
。

「黒松ブレンド」 「黒松シェイク」

潮
風
と
砂
の
被
害
に
苦
し
ん
で
い
ま
し

た
。
飛ひ

さ砂
の
勢
い
は
す
さ
ま
じ
く
、
何
日

間
も
大
風
が
吹
き
続
け
た
結
果
、
か
つ
て

の
ム
ラ
が
砂
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
伝
説

「
千ち

ぢ
ら
ん
ぷ
う

々
乱
風
伝
説
」も
あ
る
ほ
ど
で
す
。

　そ
こ
で
、
今
か
ら
約
１
０
０
年
前
、
村

民
が
協
力
し
合
い
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

な
が
ら
、
海
岸
沿
い
に
黒
松
を
植
樹
し
ま

し
た
。
塩
害
に
強
く
、
た
く
ま
し
く
育
つ

黒
松
は
、
そ
の
大
き
な
体
で
村
民
の
暮
ら

し
を
守
っ
て
き
た
の
で
す
。

　今
回
の
特
集
で
は
、
村
の
木「
黒
松
」の

過
去
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
現
在
直
面

し
て
い
る
松
枯
れ
の
問
題
と
、
黒
松
を
守

る
べ
く
奮
闘
す
る
人
々
に
焦
点
を
当
て
、

黒
松
が
村
に
と
っ
て
い
か
に
特
別
な
存
在

で
あ
る
か
深
堀
り
し
て
い
き
ま
す
。

株
式
会
社
テ
ル
ズ

黒
松
を
商
品
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
使
用
。

生
産
か
ら
加
工
ま
で
自
社
で
手
掛
け
、

甘
味
が
凝
縮
さ
れ
た
ほ
し
い
も
を
販
売
。

マンホール 塗り絵

芋焼酎
（村松晴嵐）

むらまつ鍼
しんきゅう

灸院
ロゴマーク

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
つ
ぼ
っ
く
り

カ
ス
ミ
フ
ー
ド
ス
ク
エ
ア

舟
石
川
店
の
壁
面

「紅はるか平干し」

東
の
海
の 

朝
夕
に

は
る
ば
る
寄
せ
て 

か
え
す
波

松
の
緑
の 

か
わ
ら
な
い

誠
も
か
た
く 

身
に
つ
け
て

明
日
を
望
ん
で 

た
ゆ
み
な
く

わ
が
足
取
り
の 

た
く
ま
し
さ

努
め
る 

村
松
小
学
校

村
松
小
学
校
校
歌
よ
り

一
部
抜
粋

ま
つ
食
堂
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潮
風
と
砂
の
被
害
に
苦
し
ん
で
い
ま
し

た
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は
す
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じ
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、
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日
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大
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が
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続
け
た
結
果
、
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の
ム
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に
埋
も
れ
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し
ま
っ
た
伝
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「
千ち

ぢ
ら
ん
ぷ
う

々
乱
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伝
説
」も
あ
る
ほ
ど
で
す
。

　そ
こ
で
、
今
か
ら
約
１
０
０
年
前
、
村

民
が
協
力
し
合
い
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

な
が
ら
、
海
岸
沿
い
に
黒
松
を
植
樹
し
ま

し
た
。
塩
害
に
強
く
、
た
く
ま
し
く
育
つ

黒
松
は
、
そ
の
大
き
な
体
で
村
民
の
暮
ら

し
を
守
っ
て
き
た
の
で
す
。

　今
回
の
特
集
で
は
、
村
の
木「
黒
松
」の

過
去
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
現
在
直
面

し
て
い
る
松
枯
れ
の
問
題
と
、
黒
松
を
守

る
べ
く
奮
闘
す
る
人
々
に
焦
点
を
当
て
、

黒
松
が
村
に
と
っ
て
い
か
に
特
別
な
存
在

で
あ
る
か
深
堀
り
し
て
い
き
ま
す
。

株
式
会
社
テ
ル
ズ

黒
松
を
商
品
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
使
用
。

生
産
か
ら
加
工
ま
で
自
社
で
手
掛
け
、

甘
味
が
凝
縮
さ
れ
た
ほ
し
い
も
を
販
売
。

マンホール 塗り絵

芋焼酎
（村松晴嵐）

むらまつ鍼
しんきゅう

灸院
ロゴマーク

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
つ
ぼ
っ
く
り

カ
ス
ミ
フ
ー
ド
ス
ク
エ
ア

舟
石
川
店
の
壁
面

「紅はるか平干し」

東
の
海
の 

朝
夕
に

は
る
ば
る
寄
せ
て 

か
え
す
波

松
の
緑
の 

か
わ
ら
な
い

誠
も
か
た
く 

身
に
つ
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て

明
日
を
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ん
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わ
が
足
取
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く
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努
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小
学
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―
１
０
０
年
前
か
ら
村
民
が
紡
い
で
き
た
―

東
海
村
砂
防
林
の
軌
跡

砂
に
苦
し
め
ら
れ
る
人
々

砂
防
林
の
造
成
に
着
手

知
事
に
嘆
願
書
を
提
出

村
民
を
守
る
砂
防
林

　約
１
０
０
年
前
、
村
松
海
岸
に
は
砂
丘

が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
海
か
ら
吹
き
付

け
る
潮
風
は
砂
を
飛
ば
し
、
次
々
に
砂
山

を
つ
く
り
、
周
辺
に
暮
ら
す
人
々
を
苦
し

め
て
い
ま
し
た
。

　当
時
の
村
松
村
の
村
長
に
よ
る
と
、「
ま

る
で
津
波
が
押
し
寄
せ
て
く
る
よ
う
に
、

ま
た
溶
岩
が
噴
火
し
て
流
れ
て
く
る
よ
う

に
砂
が
押
し
寄
せ
て
く
る
」「
飛
砂
の
被
害

は
本
当
に
ひ
ど
い
状
況
で
３
０
０
軒
あ
ま

り
の
集
落
や
寺
社
は
い
ま
に
も
砂
の
中
に

埋
ま
っ
て
し
ま
う
危
機
に
瀕ひ

ん
し
て
い
る
」

と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　村
民
の
願
い
は
、
河
田
博
士
の
尽
力
と

村
民
の
協
力
に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。

　植
樹
に
携
わ
っ
た
村
民
は
、
約
２
万

３
０
０
０
人
。
長
い
年
月
を
か
け
て
先
人

た
ち
が
一
本
一
本
植
え
育
て
た
黒
松
は
、

今
も
な
お
、
砂
防
林
と
し
て
現
代
の
私
た

ち
を
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　嘆
願
書
や
多
く
の
人
々
の
働
き
か
け
に

よ
り
、
村
松
海
岸
は
大
正
７
年
に
農
商
務

省
に
よ
る「
海
岸
砂
防
林
造
成
ニ
関
ス
ル

試
験
地
」に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　大
正
７
年
か
ら
、
河
田
杰ま

さ
る

農
学
博
士

を
中
心
に
海
岸
に
砂
防
林（
砂
や
潮
風
の
被

害
を
防
ぐ
た
め
に
植
え
ら
れ
た
森
林
）を
植

え
育
て
る
研
究
が
始
ま
り
ま
し
た
。
河
田

博
士
は
海
岸
に
林
を
造
成
す
る
方
法
に
つ

い
て
研
究
し
、
そ
の
結
果
、
海
岸
に
は
黒

松
が
適
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
河
田
博
士
が
研
究
し
た「
海

岸
砂
防
造
林
法
」に
基
づ
き
、
約
35
年
も

の
時
間
を
か
け
て
、
お
よ
そ
１
８
４
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
海
岸
に
約
２
２
０
万
本
の
黒
松

が
村
民
の
手
に
よ
っ
て
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　大
正
７
年
、
村
松
村
の
村
長
は
、
村
民

の
生
活
を
飛
砂
か
ら
守
る
た
め
、
茨
城
県

知
事
に
嘆
願
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　そ
こ
に
は
、
先
に
述
べ
た
砂
の
被
害
に

関
す
る
現
状
と
、「
こ
の
ま
ま
で
は
先
祖

代
々
の
土
地
を
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
り
ま
す
。
ど
う
か
助
け
て
く
だ
さ
い
」

と
い
っ
た
悲
痛
な
思
い
が
書
か
れ
て
い
ま

し
た
。

松は当時の暮らしに欠かせないもの
　小学生の頃は、よく両親と共
に砂防林で「松葉さらい」をして
いました。当時は、ガスやＩＨ
がなかったため、松葉を燃料と
して使っていたんです。かまど
でご飯を炊いたり、五右衛門風
呂の湯を沸かしたりするときに
も欠かせませんでした。松葉は
程よく油分を含んでいるため、
火が付きやすかったんです。
　他には、サツマイモの苗床に

も使いました。苗床に松葉を敷
き、水をまき、その上からビニー
ルを敷きます。これにより、松
葉が発酵して温度が高くなり、
いい苗床が出来上がるんです。
　松葉さらいは良い思い出で
す。当時、砂防林ではリスや野
ウサギなど野生動物を見ること
ができたので、手伝い半分、遊
び半分で、楽しみの一つでもあ
りました。

東海村愛林組合　宮内 昇さん

河田博士が研究した海岸砂防造林法

１

イラスト  サイトウシノ:

１ ２ ３ ４ …歴史と未来の交流館「展示解説シート」より引用※

主
風
の
方
向

主
風
の
方
向

４m １m

１
m

１m
①風向きに対して
　直角に約２mの
　人口砂丘をつくる。

②人口砂丘の後ろに
　垣根を作る。

③土の養分を良くする
　ために溝を掘って
　ワラを埋める。

④埋めたワラの間に
　クロマツの苗を
　植える。

⑤水分が蒸発しない
　ように地表面に
　ワラを敷く。

千々乱風伝説
　村松海岸には、大風によりムラが
砂に埋まったという千

ち ぢ ら ん ぷ う

々乱風伝説が
伝わります。平成15年、工事中に砂
の中から遺跡が発見され、伝説は本
当であったことが判明しました。砂
の中から発見されたのは、約500年
前の塩作りを営むムラでした。なぜ
このムラは砂に埋まってしまったの
でしょうか。
　塩作りには海水を煮詰めるための
薪
まき

が必要です。このムラでは塩を作
るために薪として木の伐採を続けた
結果、砂を遮っていた木までも切っ
てしまったため、押し寄せる砂を防
ぐことができず、砂の中に姿を消し
たのではないかと考えられていま
す。伝説のムラはどのようなムラ
だったのか、詳しくは歴史と未来の
交流館へお越しください。

かつて大風が吹き続けて
砂に埋まってしまったムラがあった

松葉も枯損木も全てが資源だった
　中学生の頃、松葉さらいや砂
防林の垣根をつくる手伝いをし
ていました。松を植樹するため
には、風よけとなる砂丘のそば
に垣根を作る必要があったんで
す。垣根は、まず１本６尺（約１.８
メートル）の棒を立てるため、ス
コップで砂浜を３尺（約90セン
チメートル）掘りました。掘った
そばから砂が流れ込んでくるの
で大変でした。垣根の根元には、

堆積した砂からハマザク（浜防
風）が生えていました。家に持ち
帰り、食べたこともあります。
　他には、周りの人々が枯

こそんぼく

損木
競り（枯れた松の競売）を行って
いました。落札した松は、かま
どの燃料や、大きいものは家の
建築資材として使われました。
今ではお金を出して処分する枯
れ木も、当時はお金を払って
買っていたんです。

東海村愛林組合　深谷 隆さん

約
１
０
０
年
前

荒
涼
と
し
た
砂
丘
が
広
が
る

０１

約
１
０
０
年
前

砂
防
林
造
成
が
始
ま
る

０２

約
５
０
年
前

砂
防
林
の
緑
が
広
が
る

０３

2

３

４

44　　 2025 年５月 10 日号　　 2025 年５月 10 日号

―
１
０
０
年
前
か
ら
村
民
が
紡
い
で
き
た
―

東
海
村
砂
防
林
の
軌
跡

砂
に
苦
し
め
ら
れ
る
人
々

砂
防
林
の
造
成
に
着
手

知
事
に
嘆
願
書
を
提
出

村
民
を
守
る
砂
防
林

　約
１
０
０
年
前
、
村
松
海
岸
に
は
砂
丘

が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
海
か
ら
吹
き
付

け
る
潮
風
は
砂
を
飛
ば
し
、
次
々
に
砂
山

を
つ
く
り
、
周
辺
に
暮
ら
す
人
々
を
苦
し

め
て
い
ま
し
た
。

　当
時
の
村
松
村
の
村
長
に
よ
る
と
、「
ま

る
で
津
波
が
押
し
寄
せ
て
く
る
よ
う
に
、

ま
た
溶
岩
が
噴
火
し
て
流
れ
て
く
る
よ
う

に
砂
が
押
し
寄
せ
て
く
る
」「
飛
砂
の
被
害

は
本
当
に
ひ
ど
い
状
況
で
３
０
０
軒
あ
ま

り
の
集
落
や
寺
社
は
い
ま
に
も
砂
の
中
に

埋
ま
っ
て
し
ま
う
危
機
に
瀕ひ

ん
し
て
い
る
」

と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　村
民
の
願
い
は
、
河
田
博
士
の
尽
力
と

村
民
の
協
力
に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。

　植
樹
に
携
わ
っ
た
村
民
は
、
約
２
万

３
０
０
０
人
。
長
い
年
月
を
か
け
て
先
人

た
ち
が
一
本
一
本
植
え
育
て
た
黒
松
は
、

今
も
な
お
、
砂
防
林
と
し
て
現
代
の
私
た

ち
を
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　嘆
願
書
や
多
く
の
人
々
の
働
き
か
け
に

よ
り
、
村
松
海
岸
は
大
正
７
年
に
農
商
務

省
に
よ
る「
海
岸
砂
防
林
造
成
ニ
関
ス
ル

試
験
地
」に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　大
正
７
年
か
ら
、
河
田
杰ま

さ
る

農
学
博
士

を
中
心
に
海
岸
に
砂
防
林（
砂
や
潮
風
の
被

害
を
防
ぐ
た
め
に
植
え
ら
れ
た
森
林
）を
植

え
育
て
る
研
究
が
始
ま
り
ま
し
た
。
河
田

博
士
は
海
岸
に
林
を
造
成
す
る
方
法
に
つ

い
て
研
究
し
、
そ
の
結
果
、
海
岸
に
は
黒

松
が
適
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
河
田
博
士
が
研
究
し
た「
海

岸
砂
防
造
林
法
」に
基
づ
き
、
約
35
年
も

の
時
間
を
か
け
て
、
お
よ
そ
１
８
４
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
海
岸
に
約
２
２
０
万
本
の
黒
松

が
村
民
の
手
に
よ
っ
て
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　大
正
７
年
、
村
松
村
の
村
長
は
、
村
民

の
生
活
を
飛
砂
か
ら
守
る
た
め
、
茨
城
県

知
事
に
嘆
願
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　そ
こ
に
は
、
先
に
述
べ
た
砂
の
被
害
に

関
す
る
現
状
と
、「
こ
の
ま
ま
で
は
先
祖

代
々
の
土
地
を
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
り
ま
す
。
ど
う
か
助
け
て
く
だ
さ
い
」

と
い
っ
た
悲
痛
な
思
い
が
書
か
れ
て
い
ま

し
た
。

松は当時の暮らしに欠かせないもの
　小学生の頃は、よく両親と共
に砂防林で「松葉さらい」をして
いました。当時は、ガスやＩＨ
がなかったため、松葉を燃料と
して使っていたんです。かまど
でご飯を炊いたり、五右衛門風
呂の湯を沸かしたりするときに
も欠かせませんでした。松葉は
程よく油分を含んでいるため、
火が付きやすかったんです。
　他には、サツマイモの苗床に

も使いました。苗床に松葉を敷
き、水をまき、その上からビニー
ルを敷きます。これにより、松
葉が発酵して温度が高くなり、
いい苗床が出来上がるんです。
　松葉さらいは良い思い出で
す。当時、砂防林ではリスや野
ウサギなど野生動物を見ること
ができたので、手伝い半分、遊
び半分で、楽しみの一つでもあ
りました。

東海村愛林組合　宮内 昇さん

河田博士が研究した海岸砂防造林法

１

イラスト  サイトウシノ:

１ ２ ３ ４ …歴史と未来の交流館「展示解説シート」より引用※

主
風
の
方
向

主
風
の
方
向

４m １m

１
m

１m
①風向きに対して
　直角に約２mの
　人口砂丘をつくる。

②人口砂丘の後ろに
　垣根を作る。

③土の養分を良くする
　ために溝を掘って
　ワラを埋める。

④埋めたワラの間に
　クロマツの苗を
　植える。

⑤水分が蒸発しない
　ように地表面に
　ワラを敷く。

千々乱風伝説
　村松海岸には、大風によりムラが
砂に埋まったという千

ち ぢ ら ん ぷ う

々乱風伝説が
伝わります。平成15年、工事中に砂
の中から遺跡が発見され、伝説は本
当であったことが判明しました。砂
の中から発見されたのは、約500年
前の塩作りを営むムラでした。なぜ
このムラは砂に埋まってしまったの
でしょうか。
　塩作りには海水を煮詰めるための
薪
まき

が必要です。このムラでは塩を作
るために薪として木の伐採を続けた
結果、砂を遮っていた木までも切っ
てしまったため、押し寄せる砂を防
ぐことができず、砂の中に姿を消し
たのではないかと考えられていま
す。伝説のムラはどのようなムラ
だったのか、詳しくは歴史と未来の
交流館へお越しください。

かつて大風が吹き続けて
砂に埋まってしまったムラがあった

松葉も枯損木も全てが資源だった
　中学生の頃、松葉さらいや砂
防林の垣根をつくる手伝いをし
ていました。松を植樹するため
には、風よけとなる砂丘のそば
に垣根を作る必要があったんで
す。垣根は、まず１本６尺（約１.８
メートル）の棒を立てるため、ス
コップで砂浜を３尺（約90セン
チメートル）掘りました。掘った
そばから砂が流れ込んでくるの
で大変でした。垣根の根元には、

堆積した砂からハマザク（浜防
風）が生えていました。家に持ち
帰り、食べたこともあります。
　他には、周りの人々が枯

こそんぼく

損木
競り（枯れた松の競売）を行って
いました。落札した松は、かま
どの燃料や、大きいものは家の
建築資材として使われました。
今ではお金を出して処分する枯
れ木も、当時はお金を払って
買っていたんです。

東海村愛林組合　深谷 隆さん

約
１
０
０
年
前

荒
涼
と
し
た
砂
丘
が
広
が
る

０１

約
１
０
０
年
前

砂
防
林
造
成
が
始
ま
る

０２

約
５
０
年
前

砂
防
林
の
緑
が
広
が
る

０３

2

３

４
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松枯れ前
― 平成25（2013）年２月撮影 ―

松枯れ後
― 平成31（2019）年２月撮影 ―

植樹開始から５年
― 令和７（2025）年４月撮影 ―

先代の想いを紡ぎ今のクロマツを守る
　約100年前から先代が植えてきた黒松が、現在松枯れ
の被害を受けています。そこで、現代の人々が力を合わせ、
砂防林を守るためのプロジェクトがスタートしました。

　大
正
７
年
か
ら
先
代
の
人
々

が
守
り
続
け
て
き
た
黒
松
が
、

現
在
松
枯
れ
の
被
害
を
受
け
、

砂
防
林
と
し
て
の
機
能
と
景
観

が
損
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
松
枯

れ
は
主
に
２
種
類
の
虫（
マ
ツ
ノ

ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ･

マ
ツ
ノ
マ
ダ

ラ
カ
ミ
キ
リ
）に
よ
り
引
き
起

こ
さ
れ
ま
す
。
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ

カ
ミ
キ
リ
を
媒
介
者
と
し
て
、

ク
ロ
マ
ツ
の
体
内
に
マ
ツ
ノ
ザ

イ
セ
ン
チ
ュ
ウ（
体
長
約
１
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
）が
入
る
と
、
黒
松
の

水
を
吸
い
上
げ
る
働
き
が
阻
害

さ
れ
枯
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　こ
の
現
状
か
ら
脱
却
す
る
た

め
、
令
和
元
年
度
か
ら「
村
松

晴
嵐『
ク
ロ
マ
ツ
林
』リ
ジ
ェ
ネ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、「
森
林
整
備
」と「
普
及

啓
発
活
動
」の
二
つ
の
柱
を
軸

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　一
つ
目
の
柱「
森
林
整
備
」で

は
、
村
松
晴
嵐
の
碑
周
辺
か
ら

八
間
道
路
に
か
け
て
、
除
草･

整

地･

黒
松
の
植
樹･

植
樹
し
た
幼

木
へ
の
保
護
ネ
ッ
ト
の
設
置
な

ど
を
行
い
、
豊
か
な
景
観
と
砂

防
林
の
機
能
回
復
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
二
つ
目
の
柱「
普
及
啓

発
活
動
」で
は
、
学
習
会
や
植
樹

体
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
照

沼
小
学
校
や
地
域
住
民
の
方
々

か
ら
参
加
者
を
募
り
、
砂
防
林

の
歴
史
や
そ
の
大
切
さ
を
学
び
、

植
樹
体
験
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　こ
の
リ
ジ
ェ
ネ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
は
、
５
年
間
で
約
３
０
０

人
の
方
が
参
加
し
、
植
樹
し
た

黒
松
は
２
１
０
０
本
を
超
え
ま

す
。
多
く
の
方
の
手
に
よ
り
、

村
松
晴
嵐
の
碑
か
ら
砂
防
林
造

成
の
碑
、八
間
道
路
に
か
け
て
、

お
お
よ
そ
の
植
樹
が
完
了
し
、

一
つ
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

「村松晴嵐『クロマツ林』リジェネプロジェクト」

村松晴嵐黒松林の過程

　毎
年
、
リ
ジ
ェ
ネ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
植

樹
す
る
黒
松
の
苗
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

提
供
し
て
い
る
苗
は
、
松
枯
れ
に
耐
性
の

あ
る
特
別
な
苗（
抵
抗
性
黒
松
）で
、
セ
ン

チ
ュ
ウ
を
投
与
し
、
耐
性
が
確
認
で
き
た

苗
を
母
樹
と
し
て
増
殖
さ
せ
て
い
ま
す
。

　黒
松
は
、
①
乾
燥
に
強
い
②
塩
害
に
強

い
③
大
き
く
育
つ
な
ど
の
特
徴
か
ら
、
砂

防
林
に
適
し
た
品
種
で
す
。
ト
ベ
ラ
な
ど

塩
害
に
強
い
木
は
他
に
も
あ
り
ま
す
が
、

乾
燥
に
強
く
大
き
く
育
つ
と
い
っ
た
３
つ

の
特
徴
全
て
を
兼
ね
備
え
て
い
る
木
は
そ

う
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
植
え
た
苗
木
は
、
５

年
も
た
て
ば
樹
高
が
２
メ
ー
ト
ル
に
達
し

ま
す
。
植
え
た
時
は
赤
ち
ゃ
ん
の
苗
木
で

す
が
、
そ
れ
が
大
き
な
松
林
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
毎
年
足
を
運
び
、
立
派
に
成
長

し
て
い
く
過
程
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
見

守
っ
て
い
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

根本樹苗園　根本 和典さん
茨城県林業種苗協同組合

黒
松
の
成
長
を

共
に
見
守
っ
て
い
き
た
い

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
始
動

「村松晴嵐クロマツ林ＭＡＰ」を手に
ぜひ村松海岸へ足を運んでください
　今回の特集で紹介したスポット（村松晴嵐の碑･八間道
路等）やリジェネプロジェクトで植樹した黒松の場所をま
とめたマップ「村松晴嵐クロマツ林ＭＡ
Ｐ」を村公式ホームページで公開中です。
このマップを手に現地を歩き、砂防林の
歴史を振り返るとともに、植樹した黒松
の成長を一緒に見守っていきましょう。

　「
広
報
と
う
か
い
」を
通
じ
て
、
こ
の
リ

ジ
ェ
ネ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
知
り
ま
し
た
。

植
樹
と
い
う
他
で
は
な
か
な
か
体
験
で
き

な
い
点
に
魅
力
を
感
じ
、
自
社
の
社
員
に

も
声
を
掛
け
、
毎
年
数
人
の
社
員
と
共
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

　参
加
し
た
感
想
を
一
言
で
表
す
な
ら
、

率
直
に〝
楽
し
い
〟で
す
。
感
覚
的
な
表

現
に
は
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
自
分
で

植
え
た
黒
松
は
我
が
子
も
同
然
で
い
と
お

し
い
で
す
。毎
年
足
を
運
ん
で
い
る
の
で
、

苗
の
成
長
も
実
感
で
き
ま
す
。
自
分
が
植

え
た
黒
松
に
身
長
を
越
さ
れ
た
時
は
、
驚

き
と
感
動
が
込
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　リ
ジ
ェ
ネ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
２
期
が
ス

タ
ー
ト
す
る
と
聞
い
た
時
は
す
ご
く
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
参
加
す
る
た
び
に
新
し

い
知
識
や
経
験
が
得
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　リ
ジ
ェ
ネ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
２
期
と

し
て
、令
和
６
年
度
か
ら
、新
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト「
お
い
で
よ
！
み
ん
な
の
ク
ロ
マ

ツ
広
場 

村
松
晴
嵐『
ク
ロ
マ
ツ
林
』

リ
ジ
ェ
ネ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト〝
セ
カ
ン
ド

ス
テ
ー
ジ
〟」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
雑
木

に
よ
り
景
観
が
損
な
わ
れ
て
い
た
村

松
晴
嵐
の
碑
の
東
側
に
、
黒
松
に
親

し
め
る
広
場
を
整
備
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。
２
月
15
日
に
は

初
回
イ
ベ
ン
ト（
勉
強
会･

植
樹
会
）

が
開
催
さ
れ
、
54
人
が
参
加
し
、
約

３
０
０
本
の
黒
松
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　今
後
３
年
間
で
は
、
継
続
的
な
植

樹
会
の
実
施
と
計
３
０
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
の
広
場
を
整
備
す
る
予
定

で
す
。
村
発
足
70
周
年
記
念
事
業
で

あ
る
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、

砂
防
林
の
こ
れ
ま
で
を
学
び
直
し
、

未
来
の
砂
防
林
を
担
う
黒
松
を
育
て

て
い
き
ま
す
。

三次 妃織さん
株式会社ヒロエンジニアリング

大
人
も
子
ど
も
も

貴
重
な
体
験
が
で
き
る

▲詳細はこちら

「
村
松
晴
嵐『
ク
ロ
マ
ツ
林
』リ
ジ
ェ
ネ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
始
動

この事業は森林環境譲与税を活用しています
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「村松晴嵐クロマツ林ＭＡＰ」を手に
ぜひ村松海岸へ足を運んでください
　今回の特集で紹介したスポット（村松晴嵐の碑･八間道
路等）やリジェネプロジェクトで植樹した黒松の場所をま
とめたマップ「村松晴嵐クロマツ林ＭＡ
Ｐ」を村公式ホームページで公開中です。
このマップを手に現地を歩き、砂防林の
歴史を振り返るとともに、植樹した黒松
の成長を一緒に見守っていきましょう。

　「
広
報
と
う
か
い
」を
通
じ
て
、
こ
の
リ

ジ
ェ
ネ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
知
り
ま
し
た
。

植
樹
と
い
う
他
で
は
な
か
な
か
体
験
で
き

な
い
点
に
魅
力
を
感
じ
、
自
社
の
社
員
に

も
声
を
掛
け
、
毎
年
数
人
の
社
員
と
共
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

　参
加
し
た
感
想
を
一
言
で
表
す
な
ら
、

率
直
に〝
楽
し
い
〟で
す
。
感
覚
的
な
表

現
に
は
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
自
分
で

植
え
た
黒
松
は
我
が
子
も
同
然
で
い
と
お

し
い
で
す
。毎
年
足
を
運
ん
で
い
る
の
で
、

苗
の
成
長
も
実
感
で
き
ま
す
。
自
分
が
植

え
た
黒
松
に
身
長
を
越
さ
れ
た
時
は
、
驚

き
と
感
動
が
込
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　リ
ジ
ェ
ネ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
２
期
が
ス

タ
ー
ト
す
る
と
聞
い
た
時
は
す
ご
く
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
参
加
す
る
た
び
に
新
し

い
知
識
や
経
験
が
得
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　リ
ジ
ェ
ネ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
２
期
と

し
て
、令
和
６
年
度
か
ら
、新
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト「
お
い
で
よ
！
み
ん
な
の
ク
ロ
マ

ツ
広
場 

村
松
晴
嵐『
ク
ロ
マ
ツ
林
』

リ
ジ
ェ
ネ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト〝
セ
カ
ン
ド

ス
テ
ー
ジ
〟」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
雑
木

に
よ
り
景
観
が
損
な
わ
れ
て
い
た
村

松
晴
嵐
の
碑
の
東
側
に
、
黒
松
に
親

し
め
る
広
場
を
整
備
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。
２
月
15
日
に
は

初
回
イ
ベ
ン
ト（
勉
強
会･

植
樹
会
）

が
開
催
さ
れ
、
54
人
が
参
加
し
、
約

３
０
０
本
の
黒
松
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　今
後
３
年
間
で
は
、
継
続
的
な
植

樹
会
の
実
施
と
計
３
０
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
の
広
場
を
整
備
す
る
予
定

で
す
。
村
発
足
70
周
年
記
念
事
業
で

あ
る
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、

砂
防
林
の
こ
れ
ま
で
を
学
び
直
し
、

未
来
の
砂
防
林
を
担
う
黒
松
を
育
て

て
い
き
ま
す
。

三次 妃織さん
株式会社ヒロエンジニアリング

大
人
も
子
ど
も
も

貴
重
な
体
験
が
で
き
る

▲詳細はこちら

「
村
松
晴
嵐『
ク
ロ
マ
ツ
林
』リ
ジ
ェ
ネ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
始
動

この事業は森林環境譲与税を活用しています
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